
臨床研究のお知らせ 

2019年4月以降に、京大病院において心血管カテーテル治療を予定している患者さんへ 

 

研究課題名: 患者個別3次元臓器モデルを用いた心血管カテーテル治療シミュレーションレ

ジストリー構築 

 

研究の目的:  

本研究の目的はどのような患者さんに3次元臓器模型を用いた術前シミュレーションが必要で

あるか、どのように術前シミュレーションの有効性を評価すれば良いかを調べるのが目的です。

本研究により3次元臓器モデルを用いた術前シミュレーションの有効性が明らかになればカテ

ーテル治療の成績の向上が期待できます。 

 

研究の方法：2019年4月以降に京都大学医学部附属病院及び研究参加施設において心血管カ

テーテル治療を予定している患者さんで治療困難が予想され、担当医師が3次元臓器モデルを

用いた術前シミュレーションが有効であると判断した患者さんが対象になります。患者さんが

希望されない場合はこの研究の対象から除外することが可能です。参加をお断りになっても、

一切不利益はありません。解析から除外を希望される場合は以下にご連絡ください。 

 

利用する情報の項目、目的、利用方法：匿名化されたCTデータ等から作成したstlファイル

（3Dプリンターデータ）を株式会社クロスエフェクト（代表・竹田正俊）に提供し、3Dプリ

ンターでの臓器模型を作成、作成した臓器モデルを用いてシミュレーションを行い治療方針の

決定に役立てます。 

 

研究期間：対象実施期間:倫理委員会承認後 3年間、患者登録期間:倫理委員会登録後3年間 

 

研究成果発表:学会等や学術誌上での報告を行います。患者さんの個人名や個人情報が公表さ

れることはありません。 

 

個人情報保護: 

外部にデータ出力の際には匿名化を行い各研究機関内において電子媒体として管理され、外部

への個人情報流出に配慮致しております。研究終了後、全てのデータは匿名化の上電子媒体と

して京都大学医学部附属病院循環器内科に10年間保管されます。 

 

研究責任者：京都大学医学部附属病院循環器内科 齋藤 成達 

研究に支障がない範囲での研究に関する資料の入手・閲覧は可能です。下記連絡先にお問い合

わせ下さい。本研究は京都大学大学院医学研究科・医学部及び医学部附属病院医の倫理委員会

の審査承認をうけ、京都大学医学部附属病院長の許可を得たうえで施行されております。 



相談窓口: 
研究事務局 
京都大学医学部附属病院循環器内科 
齋藤成達 
０７５－７５１－３１８８ 
naritatu@kuhp.kyoto-u.ac.jp 
 

京都大学医学部附属病院 相談支援センター 

 

  （Tel）075-751-4748 

  （E-mail）ctsodan@kuhp.kyoto-u.ac.jp 
 

 


